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．お わ り に
本研究において，改めて適正飼育の必要性，特に飼育
のはじめから避妊去勢実施等を行うことの大切さを知る
ことができた。
また，動物の多頭飼育崩壊への対応について検討し，
「多頭には多頭で」と考えるようになった。つまり，人
も頭数を揃えて，チームで対応しなければならないとい
うことである。
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図１ 多頭飼育にいたるプロセスモデル
（筆者らが独自で作成）
図２ 初期対応実施による飼育モデル
（筆者らが独自で作成）
図３ 多頭飼育への対応モデル
（筆者らが独自で作成）
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